
地域教育推進ネットワーク東京都協議会
　東京都では、東京都という広域的なエリアで活動を展開する企業やＮＰＯ等とのネットワークを作り、子供たちの教
育活動に専門的な教育力を導入することを目指し、平成１７年に「地域教育推進ネットワーク東京都協議会」（以下
「ネットワーク協議会」という。）を設置しました。
　ネットワーク協議会では、小中学校、都立高校や都立特別支援学校等で活用できる教育プログラムを学校や地域に紹
介するとともに、都内で活動している教育支援コーディネーターへの情報提供や研修を行っています。

　子供たちに豊かで、多様な体験学習活動が提供できるよう、ネットワーク協議会の会員団体である企業・ＮＰＯ等が
展開する教育プログラムは、学校の教育課程を始め、ＰＴＡ行事、夏休みイベント、さらには、学校外教育活動である放
課後子供教室等、様々な場面で活用されています。
　そこで、今号では、様々な場面で活用されている会員団体のプログラムを紹介します。

プログラムの活用例

教育支援コーディネーター・フォーラム
教育支援プログラムを提供する会員団体と、教育支援コーディネーターとのマッチング

コーディネーター基礎研修
初任者を対象とした研修

　

企業・ＮＰＯ等の教育プログラムの活用を目指して
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学　校

教育課程内の活動　
ⅰ教科等・・・
全ての小中学校に共通するものとして標準授業時
数を規定
教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動（学級活
動のみ）

ⅱ学級活動以外の特別活動・・・
クラブ活動（小学校）児童会・生徒会活動、入学式・
卒業式、遠足、集団宿泊活動、運動会、文化祭、ボラ
ンティア活動等や、そのための準備、生徒指導

教育課程外の活動　　　　　
長期休業期間中の任意参加の補充教室や水泳スクー
ル、中学校における部活動等

学校外教育活動　
放課後子供教室推進事業等　

教育課程内の活動と、教育課程外の活動に分かれる。

学校と「ネットワーク協議会」会員団体とが連携協力した事例

一緒にすごした風景を白黒写真に 場面　授業と学年行事（江東区立有明小学校）
　教育プログラム　「ピンホール写真教室」（公益社団法人　日本写真協会）

　臨海部にある有明小学校では、地域のマンション建設が進んだ
ことで児童数が増え、来年度から２つの学校に分かれることにな
りました。ＰＴＡの学年委員の方が、ネットワーク協議会の資料か
らこのプログラムを見付け、学校と相談し、５年生３クラスで実施
することになりました。このプログラムには友達と一緒に撮った
写真を残すという、この学校ならではの目的があります。
　現像するための暗室として使う会議室は、光が入らないように
完全に暗幕で覆い、現像ブースを設置しますが、この前日準備にも
ＰＴＡの協力がありました。
　当日は、写真の歴史についての説明の後、協会が開発したピン
ホールカメラのキットを組み立て、グループごとに、校内での撮影

場所を相談して写真を撮ります。写真撮影の際には２分から３分
間は、動けません。撮影の後は現像の作業ですが、ネガを見ること
が初めての児童がほとんどで、現像液から写真が浮き出てきた時
の感動に、歓声があがりました。全員が気に入った写真を発表しま
したが、「屋上で撮った写真には、私が住んでいるマンションが
写っていた。」「白黒写真は、とてもかっこいい。」「いつもみんなで
遊ぶ遊具で撮ることができて良かった。」等の感想がありました。
　担任の先生からは、「学校だけではできない経験ができ、文化祭の
作品にできればと思います。写真の歴史や現像の仕組みなど、今後
の調べ学習にも生かしていきます。」とのコメントがありました。

暑い屋上でも動かずに、グループごとに撮影ネガとポジに
ついて初めて

知りました。

夏休みの講座で
プログラミングを体験

場面　「サマー・ワークショップ」（世田谷区立尾山台小学校）
教育プログラム　「タブレットでチャンレンジ！『遊べる物語』を作ろう！」

　　　　　　　　伊藤忠テクノソリューションズ株式会社　（以下「ＣＴＣ」という。）

　尾山台小学校の「サマーワークショップ」は、学校運営委員会と
学校支援地域本部が中心となって準備をしています。地域の方や
中学校と連携し、地域の歴史や自然環境を学ぶ講座、商店街での
「商い」体験、先生が教える講座等、今年度は２７の講座を実施しま
した。学校支援コーディネーターが分担して企画から実施までを
担当しますが、ネットワーク協議会の会員団体であるＣＴＣの情
報を得て、４年生から６年生までを対象としたプログラミングの
講座を実施しました。
　最初に、ＣＴＣの社員が、プログラミングが社会でどのように役
立っているかを説明します。コンビニエンスストアを例に、商品が

不足しないよう、間違った商品が届かないようにするための物流
に、プログラミングが使われていることを伝えました。そして、１人
１台のタブレットを使い、キャラクターを動かすための操作方法を
学び、オリジナルの短いストーリーを作ります。様々なキャラク
ターや背景を選び、動かし方などを自由に組み合せ、音を出す、動く
速さを変えるなど、スタッフに聞きながら工夫して作りました。
　全体で２時間半という短い時間でしたが、全員がオリジナルの
作品を完成し、発表もできました。「苦手と思っていたけれど、楽し

く集中でき
た。」「学校の
パソコンク
ラブでやっ
てみたい。」
等、活動を広
げるきっか
けとなりま
した。

最初にキャラクターの動かし方を学びます。

グループに１名のスタッフがサポート

学校と「ネットワーク協議会」会員団体とが連携協力した事例

学校教育活動

校内教育研修
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